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本書 は次 のよ うな章 か らなってい る。

1.序 論

2.科 学 におけ る民 主主義(デ モ クラシー>

vs技 術支配(テ クノ クラ シー)

3.日 本 の大学 の変化

4.ア カ デ ミック科学 の拡 大 と限界

5.高 度経済成 長 と民営科学

6.ナ ショナルプロジェクトー公的科学の弱点

7.草 の根 の反乱 とサ ー ビス科学 の可能性

8.マ イクロエ レ ク トロニ ックス革命

9.日 米 の競争 と協力

10.展 望

著者 の中山茂 はこの10年 ほ ど 「科学 と社

会 フォ0ラ ム」 を率いて戦後 日本 の科 学技

術史 をまとめ る仕事 をしてい る。 同 フォー

ラム は トヨタ財 団 よ り10年 間でや く5000万

円の助成 を受 けて50人 程度 の研 究者 を集 め

て活 発 な研 究活 動 を続 けて きた。

中 山 は同 フ ォー一ラム の研 究活 動 を 「官」

「産 」「学」「民 」の4つ の視 点 か ら進 め て

いる。 これ は中 山が,従 来 の科学技術 史が

とか くアカデ ミズムお よび国等 の 「官」の

部 分 が 中 心 で あ っ た こ とに,ま た 特 に

「民」が ない こ とに飽 き足 らない思 い を抱

いていたためであ る。 しか しこの4つ の視

点 の導入 は,80年 代 に入 り軍事研 究 ・軍事

産業 の割合 の少な い日本 の民間産業の隆盛
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と,70年 代 か らの草 の根 の科学批判 および

公害 問題 の噴 出な どか らこれ は必然的 な流

れで もあ った。

そ うした新 しい視 点の導入 によって分析

が明快 になってい るのが5章 と7章 であ る。

5章 の民営科学 とい うのは耳馴れ ない言葉

で あろ うが,こ れ は日本 の民間企業で進 め

られ ている科学技術 を主 に意味 している。

従来 の科学技術史 のアブmチ で はこの分

野 は無視 され る ことが多 く,そ のメ リッ ト

お よびデメ リッ トが きちん と議論 されて こ

なかった。

90年 代以 降 は米 ソニ極構造 の崩壊 によっ

て各 国で軍事産 業等の民営化が重要な問題

となる と予想 され ている。 また旧社会主義

国 の多 くで全企業 の民営化 も進行中で ある。

日本 の民営科学 は戦争 で多 くが破壊 され た

後で 出発 したため,従 来 の ものを乗 り越 え

てい く必要 がある上記 国々 における民営化

よ りも,発 展 が容易 であった側面 はあ るが,

その歩 みお よび発展 の秘密 がそれ ら各 国の

参考 とな る場面 も多 くな るで あろう。 その

意味 で本 書の出版 は時宜 を得 たもの と言 え

よう。

本 書 は同 フォー ラムの諸活 動の うち 「通

史」 グルー プの研究成果 を中山のや り方で

ま とめた もので ある。同 フ ォーラムにはそ

のほか に 「原子 力」,「 食 と農」 それ に科

学 についての 「民衆意識」 その他20近 くの

グループが存在 し個別 の歴 史 をまとめつつ

あ る。 それ ら成果 の一部 は既 に1990年4月

か ら1991年8月 まで1年 半 にわたって,毎

日新 聞社発行 の週刊誌 「エ コノ ミス ト」に

「テ クノ ヒス トリー半世 紀」 として連 載 さ

れた。 また 「通史 」 について は計4巻 合計

2000ペ ー ジほ どの ものが1993年 中 に刊行 が

予定 され ている。


